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◉
論
考

一
、
は
じ
め
に
―
「
長
崎
旧
記
類
」
と
は

周
知
の
通
り
、
近
世
期
の
長
崎
は
、
き
わ
め
て
特
殊
な
事
情
を
持
つ
土
地
で
あ
っ

た
。
長
崎
は
、「
鎖
国
体
制
」
と
い
う
特
殊
な
外
交
政
策
の
中
で
、
実
際
に
は
異
国

に
開
か
れ
て
い
た
四
つ
の
窓
口
（
長
崎
・
対
馬
・
薩
摩
・
松
前
）
の
う
ち
の
一
つ

で
あ
る
。
他
の
窓
口
が
各
藩
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
長
崎
は
直

轄
地
で
あ
る
た
め
、
長
崎
奉
行
所
が
置
か
れ
た
。
だ
が
、
実
際
に
十
七
世
紀
末
、

長
崎
奉
行
が
手
足
と
し
て
使
え
た
人
員
は
、
与
力
十
名
、
同
心
三
十
名
の
計
四
十

名
で
あ
る （
１
）。
僅
か
こ
れ
だ
け
の
人
数
で
、
長
崎
奉
行
所
が
担
う
仕
事
（
外
交
交

渉
・
貿
易
関
連
業
務
・
長
崎
の
警
備
・
密
貿
易
取
締
り
、
切
支
丹
取
締
り
等
）
を

遂
行
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
実
際
に
こ
れ
ら
の
業
務
を
担
当
し
た

の
は
、
町
年
寄
を
中
心
と
す
る
長
崎
の
地
役
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
江
戸
か
ら
下

向
し
た
士
分
で
は
な
く
長
崎
の
地
付
き
の
人
々
で
あ
り
、
世
襲
制
で
家
柄
も
確
立

し
て
い
た
。
例
え
ば
、
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
当
時
、
長
崎
の
地
役
人
の
総
数

は
一
七
〇
〇
余
人
で
あ
っ
た
と
い
う （
２
）。
つ
ま
り
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
多
く

の
長
崎
の
民
衆
が
、
日
本
を
支
え
る
外
交
・
貿
易
を
担
う
地
役
人
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
地
役
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
子
孫
の
た
め
に

書
き
残
し
た
膨
大
な
情
報
を
源
と
す
る
写
本
群
の
こ
と
を
「
長
崎
旧
記
類
」（
以

下
、「
旧
記
類
」
と
記
す
）
と
呼
ぶ
。

こ
の
「
旧
記
類
」
成
立
の
背
景
が
、
史
料
の
分
析
を
長
年
困
難
な
も
の
に
し
て

き
た
。
も
と
も
と
は
世
襲
で
あ
る
地
役
人
が
子
孫
の
た
め
に
残
し
た
情
報
の
た
め
、

い
つ
、
誰
が
、
ど
こ
で
記
し
た
か
の
記
載
が
、
基
本
的
に
な
い
。
写
本
で
あ
る
た

め
、
同
一
書
名
で
あ
っ
て
も
、
一
つ
一
つ
内
容
が
異
な
る
。
さ
ら
に
、
長
崎
以
外

の
地
で
書
写
・
編
纂
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
も
の
も
多
い
。

「
旧
記
類
」
の
成
立
契
機
に
つ
い
て
、
木
崎
弘
美
氏
は
、
先
学
の
成
果
を
踏
ま
え

て
、
寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
の
長
崎
大
火
や
、
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
の
唐

人
屋
敷
の
完
成
、
元
禄
十
一
（
一
六
九
八
）
年
の
長
崎
会
所
設
立
と
貿
易
仕
法
の

改
変
等
が
あ
っ
た
と
述
べ
る （
３
）。
実
際
に
、
長
崎
は
、
大
火
や
水
害
で
重
要
な
記

録
を
何
度
も
失
っ
て
き
た
。
一
方
で
、
唐
人
屋
敷
の
設
立
や
貿
易
新
例
の
制
定
な

ど
、
対
外
貿
易
に
関
係
す
る
新
体
制
が
次
々
に
確
立
し
、
そ
の
記
録
を
後
世
に
残

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
細
分
化
さ
れ
た
仕
事
を
担
う
地
役
人
集
団
が
、
自
分
た

ち
の
子
孫
が
困
ら
な
い
よ
う
に
、
業
務
に
関
わ
る
重
要
な
内
容
や
情
報
を
書
き
残

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
本
稿
で
具
体
的
に
取
り
あ
げ
る
「
旧

記
類
」
も
、
収
録
情
報
の
最
終
年
が
元
禄
二
年
か
ら
同
十
年
ま
で
で
あ
る （
４
） 

こ
と

か
ら
、
木
崎
説
と
同
様
、
記
録
を
残
す
必
要
性
が
「
旧
記
類
」
執
筆
の
お
も
な
契

機
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

民
撰
書
「
長
崎
旧
記
類
」
の
実
態
と
編
纂
意
図�

位
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さ
て
、
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
に
冠
し
た
「
民
撰
書
」
と
い
う
言
葉
に
は
、「
民
が
民

の
た
め
に
集
め
、
編
纂
し
た
」
と
い
う
意
味
を
込
め
た
。
そ
れ
は
為
政
者
側
が
編

纂
し
た
「
官
撰
書
」
に
対
す
る
意
識
を
持
つ
と
い
う
意
味
で
も
あ
る （
５
）。
本
研
究

の
最
終
目
的
は
、
当
時
の
日
本
の
民
が
見
た
（
考
え
た
）
長
崎
の
姿
と
、
そ
の
長

崎
を
通
じ
て
見
え
て
く
る
異
文
化
交
流
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
旧
記

類
」
の
特
殊
な
成
立
背
景
は
、
そ
の
分
析
の
困
難
さ
と
裏
腹
に
、
従
来
の
研
究
で

は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
新
た
な
事
実
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
嚆
矢
と
し
て
、
現
存
す
る
「
旧
記
類
」
の
実
態
と
、
そ
こ

か
ら
分
か
る
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
。

二
、
現
存
す
る
「
旧
記
類
」
の
実
態
と
四
分
類

現
在
ま
で
に
、
長
崎
市
内
お
よ
び
東
京
都
内
の
主
要
な
図
書
館
・
資
料
館
に
現

存
す
る
「
旧
記
類
」
を
中
心
に
、
一
〇
二
点
の
「
旧
記
類
」
を
調
査
し
た
。「
冊
」

で
は
な
く
「
点
」
と
し
た
の
は
、
一
冊
で
完
結
す
る
も
の
、
複
数
冊
で
一
纏
ま
り

な
も
の
等
、
形
態
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

あ
く
ま
で
恣
意
的
な
選
択
に
よ
る
途
中
経
過
を
示
す
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
調
査

済
み
の
史
料
の
う
ち
、
長
崎
市
内
に
現
存
す
る
も
の
が
六
〇
点
、
東
京
都
内
に
現

存
す
る
も
の
が
二
九
点
、
そ
の
他
が
一
二
点
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
未
調
査
な

が
ら
長
崎
以
外
の
九
州
圏
・
関
西
圏
お
よ
び
北
海
道
な
ど
に
「
旧
記
類
」
が
現
存

す
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
数
値
は
、
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
塗
り

替
わ
る
。
た
だ
し
、
長
崎
市
内
の
主
要
な
史
料
は
調
査
を
終
え
て
い
る
た
め
、
今

後
は
長
崎
市
内
以
外
の
地
で
の
「
旧
記
類
」
の
比
率
が
高
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

先
に
、
長
崎
以
外
の
地
で
書
写
・
編
纂
さ
れ
た
「
旧
記
類
」
も
存
在
す
る
と
述
べ

た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

調
査
を
終
え
た
一
〇
二
点
の
「
旧
記
類
」
の
内
容
を
確
認
し
、
こ
れ
ら
が
大
ま

か
に
四
分
類
で
き
る
と
判
断
し
た
。
四
種
と
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
種
…�

史
実
や
貿
易
情
報
等
を
、
列
挙
、
記
載
し
た
も
の
。
筆
録
者
の
解

釈
・
脚
色
を
含
む
話
は
収
録
さ
れ
な
い
。
代
表
的
な
も
の
に
『
續

長
崎
鑑
』
な
ど
。

第
二
種
…�

史
実
や
貿
易
情
報
等
に
、
筆
録
者
の
解
釈
・
脚
色
を
含
む
話
を
混

在
さ
せ
、
分
類
せ
ず
に
記
載
し
た
も
の
。
代
表
的
な
も
の
に
『
長

崎
拾
芥
』
な
ど
。

第
三
種
…�

史
実
や
貿
易
情
報
等
と
、
筆
録
者
の
解
釈
・
脚
色
を
含
む
話
を
、

何
ら
か
の
意
図
を
以
て
編
纂
し
、
記
載
し
た
も
の
。
代
表
的
な
も

の
に
『
長
崎
始
原
』・『
長
崎
根
元
記
』
な
ど
。

第
四
種
…�

そ
れ
ま
で
の
「
旧
記
類
」
を
総
括
し
、
内
容
に
よ
っ
て
整
理
・
編

纂
し
て
記
載
し
た
も
の
。
代
表
的
な
も
の
に
『
長
崎
志　

正
編
』・

『
長
崎
志　

續
編
』
な
ど
。

分
類
の
際
に
、「
第
一
期
」
の
よ
う
に
「
期
」
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
四
種
が

時
系
列
と
は
関
係
な
く
、
複
雑
に
絡
み
合
い
な
が
ら
、
そ
の
時
々
で
成
立
・
書
写

さ
れ
て
お
り
、
明
確
な
期
間
で
分
類
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
で
、
内
容
・
形
態
と
も
に
多
岐
に
わ
た
る
「
旧
記
類
」
を
四
分
類

す
る
と
提
言
し
た
も
の
は
無
く
、
本
稿
が
初
め
て
で
あ
る
。
次
節
か
ら
、
本
研
究

が
、「
旧
記
類
」
を
四
つ
に
分
類
し
た
理
由
を
、
そ
の
代
表
例
に
あ
げ
た
史
料
を
も

と
に
述
べ
る
。



33

三
、
四
分
類
の
特
性

三－
一
、
第
一
種
『
續
長
崎
鑑
』

第
一
種
の
代
表
例
と
し
て
あ
げ
た
『
續
長
崎
鑑
』
に
は
、
複
数
の
異
本
が
存
在

し
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
（
旧
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
（
以
下
、
旧
県
立
図
書

館
と
記
す
））
が
所
蔵
す
る
写
本
だ
け
で
七
点
あ
る
。
す
で
に
、
渡
辺
庫
輔
、
朝
長

敬
一
郎
ほ
か
が
指
摘
す
る （
６
） 

よ
う
に
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
（
旧
県
立
図
書
館
）

が
所
蔵
す
る
渡
辺
文
庫
（
一
三－

一
四
七－

二
）
の
巻
末
に
は
、
成
立
事
情
を
示

す
記
述
が
あ
る
（
句
読
点
、
傍
線
、
引
用
者
。
／
は
改
行
を
表
す
）。

此
續
長
崎
鑑
は
、
今
度
為
巡
見
上
使
奥
田
八
郎
右
衛
門
様
、
／
戸
川
杢
之
助

様
、
柴
田
七
左
衛
門
様
、
就
御
到
着
、
自
古
来
之
儀
、
／
御
尋
被
遊
候
ハ
ヽ
、

差
上
之
可
申
候
存
、
考
旧
記
、
集
古
老
／
数
日
詮
議
仕
、
長
崎
中
寄
合
記
之

畢
。
／
延
宝
九
辛
　

酉
年
六
月
日

つ
ま
り
、
延
宝
九
（
一
六
八
一
）
年
に
、
幕
府
の
巡
見
上
使
が
長
崎
を
訪
れ
る
こ

と
に
な
り
、
質
問
を
受
け
た
と
き
に
回
答
で
き
る
よ
う
に
、
急
遽
、
長
崎
中
の
古

老
が
集
ま
っ
て
、
旧
記
を
引
き
比
べ
て
編
纂
し
た
書
が
『
續
長
崎
鑑
』
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

こ
こ
か
ら
、
三
つ
の
こ
と
が
分
か
る
。
一
つ
は
、
す
で
に
こ
の
段
階
で
長
崎
関

連
の
情
報
が
記
さ
れ
た
「
旧
記
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
長
崎

奉
行
所
の
役
人
の
手
で
は
な
く
、
長
崎
の
古
老
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
『
續
長
崎
鑑
』

が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
。
最
後
の
一
つ
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
検
分
す
る
の
が
巡
見

上
使
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
出
来
る
限
り
正
確
な
、
信
頼
の
お
け
る
情
報
に
絞
っ

て
記
載
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
種
の
「
旧
記
類
」
が
史
実
や
貿
易
情
報
等
の
事

務
的
情
報
を
記
載
し
、
筆
録
者
の
解
釈
・
脚
色
を
含
む
話
を
収
録
し
な
い
理
由
の

一
つ
が
、
そ
の
背
後
に
、
幕
府
官
吏
が
被
検
す
る
も
の
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
た

め
と
考
え
る
。

ま
た
、
長
崎
市
内
に
複
数
の
『
續
長
崎
鑑
』
の
異
本
が
現
存
す
る
の
は
、
編
纂

に
あ
た
り
、
ど
の
旧
記
の
記
事
を
収
録
す
る
か
の
検
討
が
行
わ
れ
、
そ
の
過
程
で

書
写
さ
れ
た
も
の
が
残
っ
た
こ
と
や
、
巡
見
上
使
に
提
出
す
る
た
め
の
控
え
を
用

意
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
、
散
り
散
り
に
存
在
し
て
い
た
「
旧
記
類
」

が
、
一
度
こ
の
段
階
で
集
め
ら
れ
、
長
崎
の
古
老
の
手
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
た
こ

と
は
、
そ
の
後
の
「
旧
記
類
」
の
成
立
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、『
續
長
崎
鑑
』
を
含
む
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
「
旧
記
類
」
を
第
一
種

と
分
類
す
る
。

三－

二
、
第
二
種
『
長
崎
拾
芥
』

第
二
種
の
代
表
例
に
あ
げ
た
『
長
崎
拾
芥
』
に
も
、
異
本
が
多
い
。
長
崎
歴
史

文
化
博
物
館
（
旧
県
立
図
書
館
）
に
は
（
一
三－

八－

一－

一－

貴
）、（
一
三－

八－

一－

二
）
な
ど
、
複
数
の
所
蔵
が
あ
る
。
純
心
女
子
短
期
大
学
・
長
崎
地
方

文
化
史
研
究
所
編
『
長
崎
拾
芥
／
華
蛮
要
言
』 （
７
）
に
、『
長
崎
拾
芥
』
上
中
下
巻
の

翻
刻
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の
越
中
哲
也
氏
の
「
解
題
」
に
拠
れ
ば
、
翻
刻

に
は
、
も
と
池
原
香
穉
所
蔵
の
『
長
崎
拾
芥
』
を
越
中
氏
が
所
蔵
し
て
お
り
、
そ

れ
を
底
本
と
し
、
旧
県
立
図
書
館
所
蔵
の
（
一
三－

八－

一－

二
）
を
参
照
し
た

と
い
う
。
本
稿
で
は
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
（
旧
県
立
図
書
館
）
の
（
一
三－

八－

一－

二
）
を
使
用
し
て
、
目
録
を
翻
刻
し
た
。
稿
末
に
、
目
録
の
一
覧
を
掲

載
す
る
の
で
、
適
宜
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
便
宜
上
、
収
録
記
事
に
通
し
番
号
を

付
し
た
（
以
後
、
目
録
の
番
号
は
、
こ
の
通
し
番
号
を
指
す
）。

『
長
崎
拾
芥
』
は
、『
長
崎
県
の
郷
土
史
料
―
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵
郷
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土
史
料
解
題
』 （
８
）
に
収
め
ら
れ
た
原
田
博
二
氏
の
解
題
で
、
以
下
の
よ
う
に
記
述

さ
れ
る
（
傍
線
、
引
用
者
）。

こ
の
「
長
崎
拾
芥
」
の
成
作
年
で
あ
る
が
、
内
町
や
外
町
の
箇
所
数
や
竈
数

が
「
元
禄
二
年
改
」
と
あ
る
の
で
、
元
禄
年
間
に
成
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。「
長
崎
虫
眼
鏡
」
な
ど
と
同
様
、「
続
長
崎
鑑
」
な
ど
の
次
の
時
代
に

属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
長
崎
の
地
誌
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

原
田
氏
は
、
収
録
記
事
の
年
号
か
ら
、
成
立
年
を
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一

七
〇
三
）
と
推
定
し
、
第
一
種
の
『
續
長
崎
鑑
』
の
次
の
時
代
に
属
す
る
と
述
べ

る
。
実
際
に
は
、
収
録
さ
れ
た
情
報
の
年
号
だ
け
で
な
く
、
そ
の
内
容
に
『
續
長

崎
鑑
』
に
は
な
か
っ
た
筆
録
者
の
解
釈
・
脚
色
を
含
む
話
に
属
す
る
も
の
も
含
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
第
一
種
と
は
分
け
て
、
第
二
種
に
分
類
し
た
。

筆
録
者
の
解
釈
・
脚
色
を
含
む
話
に
属
す
る
も
の
の
具
体
例
は
、
稿
末
の
目
録
比

較
一
覧
に
網
掛
け
を
し
た
、
９
「
有
馬
修
理
太
夫
長
崎
沖
に
て
南
蛮
船
焼
討
の
事

／
續
黒
船
焼
沈
其
後
水
学
銀
物
の
事
」、
11
「
嶋
原
天
草
一
揆
の
事
」、
13
「
濱
田

新
蔵
高
砂
（
へ
）
渡
（
り
）
俘
を
得
て
帰
る
事
」
等
を
指
す
。

ど
の
よ
う
な
点
が
、
筆
録
者
の
解
釈
・
脚
色
を
含
む
話
に
該
当
す
る
の
か
、
９

「
有
馬
修
理
太
夫
長
崎
沖
に
て
南
蛮
船
焼
討
の
事
／
續
黒
船
焼
沈
其
後
水
学
銀
物
の

事
」
の
例
を
あ
げ
て
検
証
す
る
。
第
一
種
の
『
續
長
崎
鑑
』
に
も
、「
有
馬
修
理
太

夫
殿 （
９
） 

南
蛮
船
神
之
嶋
沖
に
　

て
焼
沈
被
成
候
事
」
と
い
う
項
目
は
存
在
す
る
が
、
そ

の
内
容
は
史
実
を
端
的
に
記
載
す
る
に
留
ま
る
（
書
き
下
し
、
句
読
点
、（ 
）
内
、

引
用
者
。
／
は
改
行
を
表
す
）。

一�

慶
長
拾
五
年
庚

　

戌
年マ

マ

十
二
月
十
二
日
の
夜
、
神
之
嶋
／
沖
に
て
南
蛮
船
壱
艘

焼
沈
成
ら
れ
候
。
是
ハ
ち
や
ん
は
と
云
、
／
伽
羅
調
に　

権
現
様
上
意
を

以
、
天
川
へ
船
を
遣
さ
れ
候
処
、
／
彼
国
（
に
）
於
（
て
）
喧
嘩
仕
候
て

残
ず
討
死
仕
候
。
船
金
銀
悉
／
奪
取
申
候
。
其
船
の
船
頭
は
唐
人
に
て
候
。

其
唐
人
／
壱
人
逃
去
候
て
長
崎
へ
参
、
有
馬
修
理
太
夫
様
へ
其
／
旨
趣
申

上
候
。
然
處
、
彼
国
の
者
乗
来
候
付
て
、
／
権
現
様
へ
仰
請
（
せ
）
ら
れ

候
て
、
一
手
に
て
御
挫
成
ら
れ
候
。
大
勢
手
／
負
死
人
御
座
候
由
。
当
酉

ノ
年
迄
七
拾
弐
年
。

一
方
、
第
二
種
に
分
類
す
る
『
長
崎
拾
芥
』
に
は
、『
續
長
崎
鑑
』
に
は
な
か
っ

た
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。『
長
崎
拾
芥
』
９
「
有
馬
修
理
太
夫
長
崎
沖
に
て
南
蛮
船

焼
討
の
事
…
」
の
記
事
の
一
部
を
、
引
用
す
る
（
書
き
下
し
、
句
読
点
、（ 

）
内
、

傍
線
、
引
用
者
。
／
は
改
行
を
表
す
）。

一�

慶
長
の
頃
、
嶋
原
の
領
主
有
馬
修
理
太
夫
、
廣
南
へ
唐
作
り
の
／
船
を
拵
、

伽
羅
を
調
ゑ
ん
た
め
、
人
数
五
拾
人
乗
組
せ
、
渡
／
海
せ
し
む
る
所
に
、

難
風
に
逢
ぬ
れ
は
、
心
指
地
に
も
至
ら
す
。
／
南
蛮
人
居
所
、
天
川
に
漂

着
せ
し
め
、
暫
し
逗
留
せ
し
か
、
／
南
蛮
人
と
口
論
に
及
ひ
、
互
に
打
合

切
む
す
ふ
。
去
と
も
南
蛮
／
の
者
多
勢
の
事
な
れ
ハ
、
日
本
人
残
ず
殺
害

せ
し
む
。
誠
に
／
不
幸
に
し
て
、
此
難
に
掛
り
骸
を
異
国
の
地
に
埋
事
あ

わ
れ
／
と
も
云
に
た
ら
す
。
修
理
太
夫
此
由
を
聞
伝
へ
、
爰
（
に
）
南
蛮

の
／
者
共
渡
海
せ
し
め
よ
か
し
、
一
人
も
残
ず
う
ち
取
、
死
す
る
／
者
共

の
異
鬼
に
手
向
む
と
心
腑
を
焦
す
所
に
、
三
年
を
経
て
／
慶
長
十
三
年
の

夏
、
天
川
よ
り
南
蛮
人
大
黒
船
に
人
数
／
乗
組
せ
、
商
賣
と
し
て
来
朝
す
。

修
理
太
夫
是
を
聞
、
ね
か
ふ
／
所
の
幸
と
、
早
速
江
戸
に
訴
へ
、
始
終
の

事
共
、
詳
に
言
上
す
る
／
所
に
、
修
理
太
夫
無
念
に
存
る
段
、
其
理
な
き

に
非
す
。
心
次
第
に
／
討
取
へ
き
の
よ
し
、
／
上
意
を
蒙
る
。
之
（
に
）

依
（
り
）、
嶋
原
よ
り
忍
〳
〵
に
諸
卒
を
出
し
、
長
崎
に
／
発
向
し
、
蛮
異

共
を
た
は
か
り
よ
せ
、
手
も
な
く
討
取
へ
し
と
／
思
ふ
所
に
、
耶
蘇
宗
門
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の
日
本
人
共
、
此
由
を
聞
付
、
密
に
南
蛮
／
人
に
告
知
ら
す
る
に
よ
り
、

忽
に
驚
き
、
此
間
商
賣
の
金
銀
、
／
其
外
賣
残
の
白
糸
端
物
等
を
積
乗
、

人
数
こ
と
〳
〵
く
／
取
乗
せ
、
艫
網
を
切
、
翅
の
飛
か
こ
と
く
追
か
せ
に

任
せ
、
沖
中
指
て
／
走
出
る
。
去
は
と
そ
修
理
太
夫
、
兼
て
の
巧
違
ひ
し

か
は
、
俄
に
／
船
に
取
乗
り
、
押
懸
よ
と
て
、
是
も
満
帆
に
風
を
含
み
、

櫓
数
／
を
添
て
追
懸
る
。
修
理
太
夫
諸
卒
に
下
知
し
て
い
わ
く
、
爰
／
に

て
討
死
せ
す
ん
ハ
、
彼
か
本
国
迄
も
追
行
き
本
意
を
遂
へ
し
。
／
然
ら
す

ハ
、
二
度
、
日
本
の
地
に
帰
る
ま
し
と
ち
か
わ
れ
け
る
。
誠
に
／
武
運
の

冥
加
有
て
、
軍
神
の
加
護
に
や
有
け
ん
。
今
迄
追
風
／
成
し
か
、
忽
（
ち
）、

逆
風
吹
来
る
。
敵
船
是
に
気
を
屈
し
、
進
ん
と
す
／
れ
ハ
風
に
さ
へ
ら
れ
、

退
ん
と
す
れ
ハ
兵
船
、
跡
よ
り
追
掛
る
。
／
せ
ん
か
た
な
く
漂
流
す
る
所

に
、
修
理
太
夫
、
敵
船
取
ま
き
鉄
／
炮
を
打
掛
。
…
（
後
略
）

傍
線
を
付
し
た
部
分
を
中
心
に
、『
長
崎
拾
芥
』
の
記
事
で
は
、
有
馬
修
理
太
夫

の
台
詞
や
芝
居
が
か
っ
た
記
述
が
あ
り
、
明
ら
か
に
事
務
的
記
録
に
終
始
し
た
『
續

長
崎
鑑
』
と
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
実
際
に
、
有
馬
修
理
太
夫
が
「
爰
に
南
蛮

の
者
共
渡
海
せ
し
め
よ
か
し
。
一
人
も
残
ら
ず
う
ち
取
り
、
死
す
る
者
共
の
異
鬼

に
手
向
け
む
」
や
、「
爰
に
て
討
死
せ
ず
ん
ば
、
彼
が
本
国
迄
も
追
行
き
本
意
を
遂

ぐ
べ
し
。
然
ら
ず
ば
、
二
度
、
日
本
の
地
に
帰
る
ま
じ
」
と
言
っ
た
か
ど
う
か
の

真
偽
は
別
と
し
て
、『
長
崎
拾
芥
』
の
記
事
か
ら
は
、
こ
の
事
件
が
単
な
る
記
録
か

ら
、
読
み
手
が
引
き
込
ま
れ
る
話
へ
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の

た
め
、
本
稿
で
は
、『
長
崎
拾
芥
』
を
第
二
種
「
旧
記
類
」
に
分
類
す
る
。

三－

三
、
第
三
種
『
長
崎
始
原
』・『
長
崎
根
元
記
』

第
三
種
「
旧
記
類
」
に
あ
げ
た
『
長
崎
始
原
』・『
長
崎
根
元
記
』
の
特
性
は
、

第
二
種
「
旧
記
類
」
の
内
容
を
整
理
し
、
一
定
の
意
図
を
以
て
編
纂
し
た
史
料
と

い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
特
性
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
稿
末
に
掲
載
し
た
「「
長
崎

旧
記
類
」
第
二
種
・
第
三
種
の
目
録
比
較
」
を
合
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

一
番
左
に
あ
げ
た
の
が
、
第
二
種
に
該
当
す
る
『
長
崎
拾
芥
』
で
あ
り
、
二
番
目

の
『
長
崎
始
原
』
と
三
番
目
の
『
長
崎
根
元
記
』
が
第
三
種
に
該
当
す
る
。

目
録
内
容
の
翻
刻
は
、
原
本
を
元
に
し
、
先
行
研
究
で
翻
刻
が
あ
る
も
の
は
適

宜
参
照
し
た （
10
）。『
長
崎
始
原
』
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
文
で
記
載
さ
れ
る
が
、

他
本
と
の
体
裁
を
揃
え
る
た
め
、
一
部
の
固
有
名
詞
を
除
き
、
漢
字
平
仮
名
混
じ
り

文
で
記
載
す
る
。
す
べ
て
の
史
料
の
各
項
に
は
、
便
宜
上
、
通
し
番
号
を
付
し
た
。

一
瞥
し
て
、
第
二
種
『
長
崎
拾
芥
』
は
、
一
つ
の
項
目
に
複
数
の
内
容
を
混
在

さ
せ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
長
崎
拾
芥
』
の
一
つ
目
に
は
、

１
「
長
崎
と
名
付
る
由
来
の
事
／
續
浦
上
村
の
事
／
森
崎
権
現
の
事
」
と
三
つ
の

内
容
が
混
在
し
て
い
る
。
長
崎
の
地
名
が
「
長
崎
小
太
郎
」
と
い
う
人
名
に
由
来

す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
浦
上
は
も
と
も
と
「
深
江
浦
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
、

「
森
崎
権
現
」
が
現
在
は
諏
訪
三
社
の
う
ち
に
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
合
わ
せ
て

記
載
す
る
。
情
報
が
失
わ
れ
る
前
に
、
長
崎
の
名
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
情
報
を
も

合
わ
せ
て
、
一
つ
の
項
に
記
載
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、『
長
崎
始
原
』・『
長
崎
根
元
記
』
の
一
つ
目
の
項
目
は
、
と
も
に

１
「
長
崎
と
名
付
由
来
の
事
」
だ
け
で
、
記
載
内
容
も
、
長
崎
の
地
名
が
源
頼
朝

か
ら
「
長
崎
小
太
郎
」
が
こ
の
土
地
を
賜
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
記
載
す
る
の

み
で
あ
る
。
情
報
量
は
『
長
崎
拾
芥
』
に
比
べ
て
減
少
す
る
が
、
一
項
目
に
一
つ

の
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
で
、
見
易
さ
、
検
索
の
際
の
利
便
性
は
、
格
段
に
向
上

し
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、
稿
末
の
「「
長
崎
旧
記
類
」
第
二
種
・
第
三
種
の
目
録
比
較
」
に
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は
、『
長
崎
始
原
』・『
長
崎
根
元
記
』
が
編
纂
さ
れ
た
書
で
あ
る
こ
と
を
示
す
根
拠

が
散
見
さ
れ
る
。
網
掛
け
を
し
た
部
分
に
着
目
し
た
い
。
右
端
の
『
長
崎
根
元
記
』

の
巻
三
・
四
、
巻
六
・
七
に
は
、
対
外
貿
易
に
関
す
る
項
目
が
集
中
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
同
史
料
が
対
外
貿
易
の
歴
史
や
、
商
売
を
行
う
際
に
必
要
な
両
替
の
レ
ー

ト
が
ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
の
か
な
ど
の
情
報
に
特
化
し
て
記
載
さ
れ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

中
央
の
『
長
崎
始
原
』
に
は
、
上
中
下
巻
で
記
載
す
る
内
容
を
分
け
た
形
跡
が

見
ら
れ
る
。
お
も
に
上
巻
が
長
崎
の
町
の
成
立
や
歴
史
、
中
巻
が
対
外
貿
易
・
異

国
と
の
交
流
に
関
わ
る
情
報
、
下
巻
が
異
国
間
交
渉
で
の
日
本
人
の
活
動
や
長
崎

警
備
・
国
防
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
時
系
列
で
は
並
ん
で

お
ら
ず
、
複
数
の
情
報
を
、
意
図
的
に
並
べ
替
え
て
記
載
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

と
く
に
下
巻
の
冒
頭
の
網
掛
け
部
分
に
は
、
筆
録
者
の
解
釈
・
脚
色
を
含
む
話
が
、

集
中
的
に
記
載
さ
れ
て
い
る （
11
）。

以
上
の
理
由
か
ら
、
第
三
種
「
旧
記
類
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
第
一
種
、
第
二
種

と
異
な
る
特
性
を
有
し
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
、
第
三
種
と
し
た
。
こ
の
第
三

種
の
特
性
に
つ
い
て
は
、
第
四
節
で
よ
り
詳
し
く
説
明
す
る
。

三－

四
、
第
四
種
『
長
崎
志
　
正
編
』・『
長
崎
志
　
續
編
』

四
分
類
の
最
後
に
、
第
四
種
「
旧
記
類
」
に
つ
い
て
、
分
析
す
る
。
第
四
種
は
、

一
定
の
編
纂
意
図
に
よ
っ
て
内
容
が
偏
っ
て
い
た
第
三
種
と
異
な
り
、
す
べ
て
の

長
崎
情
報
を
網
羅
・
総
括
し
た
「
旧
記
類
」
で
あ
る
。
こ
の
第
四
種
と
第
三
種
の

境
目
は
、
実
は
混
沌
と
し
て
い
る
。
代
表
例
に
あ
げ
た
『
長
崎
志
』
は
、
周
知
の

通
り
、『
長
崎
実
録
大
成
』
の
名
を
持
ち
、
長
崎
聖
堂
（
中
島
聖
堂
）
の
書
記
役
で

あ
っ
た
田
辺
茂
啓
が
始
め
た
編
纂
史
料
で
あ
る
。『
長
崎
県
の
郷
土
史
料
―
長
崎

県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵
郷
土
史
料
解
題
』 （
12
）
収
録
の
山
田
寛
氏
の
解
題
に
は
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
る
（
傍
線
、
引
用
者
）。

成
立	

明
和
元
年
。

内
容	�



聖
堂
書
記
役
だ
っ
た
田
辺
茂
啓
が
当
時
長
崎
に
完
全
な
正
史
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の
編
纂
に
着
手
、
長
崎
奉
行
菅
沼
下
野
守
も
茂

啓
の
志
を
み
と
め
、
官
公
衙
、
寺
社
に
令
を
出
し
て
資
料
の
便
宜
を

は
か
ら
せ
た
。
推
敲
す
る
こ
と
三
〇
年
に
し
て
全
一
六
巻
が
成
っ
た
。

の
ち
に
こ
れ
は
「
長
崎
志
・
正
篇
」
と
書
名
を
改
め
、
以
降
続
稿
が

書
き
進
め
ら
れ
「
長
崎
志
」
続
篇
と
な
っ
た
。
…
（
後
略
）

ま
た
、『
長
崎
県
の
郷
土
史
料
―
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵
郷
土
史
料
解
題
』

の
橋
本
正
子
氏
の
解
題
に
は
、「
聖
堂
書
記
田
辺
八
右
衛
門
が
明
和
元
年
長
崎
奉
行

に
献
上
し
た
も
の
で
、
長
崎
奉
行
に
よ
っ
て
以
後
の
書
継
が
命
ぜ
ら
れ
、
明
和
四

年
ま
で
継
続
さ
れ
た
。」
と
記
載
さ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
分
析
し
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
「
旧
記
類
」
を
持
ち
な

が
ら
、
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
に
『
長
崎
実
録
大
成
』
が
完
成
す
る
ま
で
、
長

崎
に
関
わ
る
す
べ
て
の
情
報
を
網
羅
し
た
史
書
が
な
か
っ
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
長
崎
の
人
々
は
、
官
か
ら
見
た
情
報

で
は
な
く
、
民
か
ら
見
た
長
崎
情
報
で
あ
る
「
旧
記
類
」
を
、
個
々
に
記
録
・
所

持
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

話
を
第
四
種
「
旧
記
類
」
に
戻
す
。『
長
崎
実
録
大
成
』
の
出
発
点
が
、
田
辺
茂

啓
の
発
案
で
あ
る
点
を
思
え
ば
、
こ
れ
は
民
撰
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
崎
奉
行

か
ら
便
宜
を
図
ら
れ
て
、
完
成
後
、
奉
行
か
ら
書
継
が
命
ぜ
ら
れ
た
と
な
る
と
、

こ
れ
は
官
撰
書
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の
線
引
き
を
何
処
に
す
る
か
は
、
判
断
が
難

し
く
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る （
13
）。
た
だ
し
、『
長
崎
実
録
大
成
』



37

（
後
の
『
長
崎
志　

正
篇
』・『
長
崎
志　

続
篇
』）
は
、
す
べ
て
の
長
崎
に
関
わ
る

情
報
を
網
羅
・
総
括
し
、
刊
行
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
情
報
は
、

そ
れ
ま
で
の
も
の
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
レ
ベ
ル
で
流
布
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
種
～
第
三
種
ま
で
の
「
旧
記
類
」
と
は
、
情
報
の
入
手
経
路
が
大
き
く
異
な

る
た
め
、
そ
れ
を
書
写
し
た
「
旧
記
類
」
は
、
や
は
り
そ
れ
ま
で
の
「
旧
記
類
」

と
は
一
線
を
画
す
べ
き
存
在
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、『
長
崎
実
録
大
成
』
を
含
む
そ
れ

を
書
写
し
た
「
旧
記
類
」
は
、
他
と
分
け
て
第
四
種
と
す
る
。

こ
こ
ま
で
、
現
在
調
査
し
終
え
た
「
旧
記
類
」
を
四
分
類
し
、
そ
の
大
ま
か
な

特
性
を
述
べ
た
。
四
種
類
の
中
で
、
本
研
究
が
最
も
関
心
を
持
つ
の
は
、
第
三
種

に
分
類
さ
れ
る
「
旧
記
類
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
混
沌
と
し
た
情
報
を
、
一
定
の

意
図
を
以
て
編
纂
し
よ
う
と
し
た
特
性
が
、
情
報
を
単
な
る
情
報
に
留
ま
ら
せ
ず
、

そ
こ
に
虚
構
性
が
付
加
さ
れ
て
い
く
大
変
重
要
な
過
程
を
含
蓄
し
て
い
る
た
め
で

あ
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
第
三
種
の
代
表
例
と
し
て
『
長
崎
始
原
』
の
情
報
が
、

ど
の
よ
う
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
の
か
を
分
析
す
る
。

四
、『
長
崎
始
原
』
の
編
纂
意
図

第
三
種
『
長
崎
始
原
』
が
、
一
定
の
意
図
を
以
て
編
纂
さ
れ
た
「
旧
記
類
」
で

あ
る
と
考
え
る
理
由
は
、
他
に
も
あ
る
。『
長
崎
始
原
』
の
７
「
長
崎
内
町
数
ヶ
所

并
新
築
地
の
事
」、
８
「
同
外
町
数
ヶ
所
新
築
地
の
事
」
は
、
巻
頭
の
目
録
に
題
が

記
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
本
文
が
な
い
。
本
文
が
な
い
の
が
、
こ
の
部
分
だ
け
な

ら
、
書
写
し
た
際
の
記
載
漏
れ
の
可
能
性
も
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
が
単
純
な
記
載

漏
れ
で
は
な
い
の
で
は
と
思
わ
せ
る
部
分
が
、『
長
崎
始
原
』
の
他
の
記
事
の
中
に

あ
る
。

54
「
寺
社
建
立
初
并
開
山
の
事
」
は
、
長
崎
市
内
の
寺
社
が
、
い
つ
建
て
ら
れ
、

開
基
僧
が
誰
か
を
列
記
す
る
。「
一
崇
福
寺　

寛
永
十
二
亥
年
建
立　

開
山
超
然
」

か
ら
始
ま
る
こ
の
記
事
は
、
同
じ
第
三
種
の
『
長
崎
根
元
記
』
に
も
存
在
し
、
同

内
容
の
寺
社
名
が
、
六
十
社
に
亘
っ
て
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
『
長
崎
始
原
』
で

は
、
僅
か
そ
の
四
分
の
一
に
あ
た
る
十
五
社
の
み
が
挙
げ
ら
れ
、
末
尾
に
「
其
外
、

数
多
之
有
り
と
い
へ
ど
も
記
さ
ず
」
と
記
載
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、『
長
崎
始
原
』

を
編
纂
し
た
人
物
が
、
意
図
的
に
こ
の
後
の
情
報
を
記
載
し
な
か
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。

『
長
崎
始
原
』
と
『
長
崎
根
元
記
』
は
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
記
載
す
る
「
旧
記

類
」
で
あ
る
た
め
、『
長
崎
始
原
』
に
な
い
情
報
は
、
何
ら
か
の
意
図
を
以
て
削
除

さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
振
り
返
っ
て
、
目
録
に
題
だ
け
記
し
て
、
本
文

が
な
い
７
「
長
崎
内
町
数
ヶ
所
并
新
築
地
の
事
」、
８
「
同
外
町
数
ヶ
所
新
築
地
の

事
」
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
両
者
は
長
崎
の
内
町
・
外
町
の
大
き
さ
、
町
名
、

そ
の
数
、
お
よ
び
竈
数
な
ど
を
列
挙
す
る
記
事
で
あ
る
。
長
崎
の
町
の
成
立
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
の
記
事
は
、
行
政
上
の
重
要
な
事
実
を
記
す
が
、
そ
こ
に
は
当
然
、

筆
録
者
の
解
釈
・
脚
色
を
含
む
話
に
該
当
す
る
要
素
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
の
傾
向

は
、
54
「
寺
社
建
立
初
并
開
山
の
事
」
に
も
当
て
は
ま
る
。

第
三
節
の
三
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
長
崎
始
原
』
が
、
時
系
列
に
並
ん
で
い
た
情

報
を
敢
え
て
並
べ
替
え
て
、
下
巻
に
筆
録
者
の
解
釈
・
脚
色
を
含
む
記
事
を
集
中

さ
せ
る
編
纂
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
れ
ば
、『
長
崎
始
原
』
の
編
者
は
長
崎
の
町
数

や
竈
数
、
寺
社
の
開
基
と
い
っ
た
事
実
に
は
あ
ま
り
興
味
関
心
を
抱
か
ず
、
読
み

手
が
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
脚
色
性
の
高
い
話
に
心
惹
か
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
こ
の
『
長
崎
始
原
』
の
編
者
が
関
心
を
寄
せ
た
下
巻
の
脚
色
性
の
高
い
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話
の
中
か
ら
、
55
「
有
馬
修
理
太
輔
長
崎
に
て
南
蛮
船
焼
討
の
事
」
の
一
部
を
紹

介
す
る
。
同
話
は
、
三－

三
『
長
崎
拾
芥
』
で
も
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
そ
の

差
異
も
確
認
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
『
長
崎
始
原
』
の
原
文
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
混

じ
り
文
だ
が
、
読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
、
一
部
の
フ
リ
ガ
ナ
を
除
き
、
漢
字
平
仮

名
混
じ
り
文
で
表
記
し
た
。（
書
き
下
し
、
句
読
点
、（ 

）
内
、
傍
線
、
引
用
者
。

／
は
改
行
を
表
す （
14
））。

一�

慶
長
十
年
に
嶋
原
領
主
有
馬
修
理
太
輔
、
唐
船
造
の
舟
を
／
拵
、
領
分
の

商
人
五
十
人
余
乗
組
、
廣カ

ン

東ト
ン

へ
相
渡
と
こ
ろ
に
、
難
風
（
に
）
遭
、
／
南

蛮
人
居
所
天
川
へ
漂
着
し
て
、
暫
（
く
）
逗
留
の
内
、
南
蛮
人
／
と
聊
の

口
論
し
出
し
、
南
蛮
人
多
勢
を
以
、
残
ず
殺
害
し
て
、
荷
／
物
等
押
取
。

此
旨
、
修
理
太
輔
、
傳
（
へ
）
聞
、
是
非
無
（
く
）
存
（
す
れ
ど
）、
南
蛮

の
／
者
、
渡
海
（
に
）
於
（
て
）
ハ
、
一
艘
討
取
た
き
由
、
願
申
上
（
ぐ
）。　

御
赦
免
之
有
（
る
）
処
、
／
慶
長
十
三
年
の
夏
、
彼
天
川
よ
り
、
蛮
夷
黒

船
に
大
勢
乗
／
組
、
商
売
（
の
）
為
、
長
崎
に
着
船
す
。
修
理
太
輔
、
江

戸
に
て
之
承
り
、
／
夜
を
日
に
継
、
長
崎
に
を
も
む
き
、
先
達
て
密
に
人

数
差
越
。
／
然
処
、
修
理
太
輔
領
知
に
切
支
丹
宗
門
の
も
の
之
有
（
り
）、

蛮
夷
方
／
ヘ
此
旨
内
通
す
。
之
（
に
）
依
（
り
）、
南
蛮
人
、
商
売
半
な
り

と
い
へ
共
、
俄
に
／
金
銀
荷
物
等
取
乗
せ
、
碇
を
揚
。
折
節
順
風
に
て
走

出
／
と
こ
ろ
に
、
修
理
太
輔
、
漸
（
く
）、
蒐
付
、
海
辺
に
之
有
（
る
）
舟

共
に
取
乗
、
／
是
も
押
出
、
追
蒐
る
。
順
風
な
れ
ハ
洋
中
ヘ
走
出
。
殊

（
に
）
暮
に
／
を
よ
ひ
、
是
非
無
（
く
）
存
（
ず
る
）
処
に
、
俄
に
逆
風
に

な
り
、
黒
舟
神
崎
の
／
沖
に
漂
留
す
。
鉄
炮
に
て
、
し
ば
ら
く
戦
、
已
に

夜
に
入
る
故
、
修
理
／
太
輔
、
舟
を
押
寄
せ
、
黒
船
に
乱
入
。
蛮
夷
を
過

半
切
殺
す
。
／
し
か
れ
共
、
舟
底
よ
り
鑓
を
以
突
、
相
戦
ふ
と
こ
ろ
、
南

蛮
人
共
／
勝
利
を
失
、
塩
焇
に
火
を
入
る
ゝ
故
、
船
開
け
て
海
中
に
沈
。

修
／
理
太
輔
も
危
き
所
を
遁
、
浮
上
る
。
蛮
夷
残
ず
殺
害
す
。
修
理
／
太

輔
家
来
も
大
勢
死
と
い
へ
共
、
本
望
（
を
）
遂
、
嶋
原
ヘ
帰
ら
／
る
ゝ
。

傍
線
部
分
を
中
心
に
、
第
二
種
に
分
類
し
た
三－

三
『
長
崎
拾
芥
』
の
記
事
と

比
較
す
る
。
ま
ず
、
記
事
の
分
量
は
、
第
二
種
『
長
崎
拾
芥
』
が
四
丁
分
、
第
三

種
『
長
崎
始
原
』
が
二
丁
弱
で
あ
る
。
両
史
料
と
も
半
丁
九
行
ず
つ
の
記
載
で
あ

る
の
で
、『
長
崎
拾
芥
』
が
ほ
ぼ
倍
に
近
い
。
こ
れ
は
、
第
三
節
で
確
認
し
た
よ
う

に
、『
長
崎
拾
芥
』
が
、
関
連
す
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
情
報
を
、
整
理
せ
ず
に
記
載
す

る
傾
向
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
長
崎
拾
芥
』
ほ
ど
の
芝
居
が
か
っ
た
台

詞
で
は
な
い
が
、
心
話
部
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
「
是
非
無
（
く
）
存
（
す
れ
ど
）、

南
蛮
の
者
、
渡
海
（
に
）
於
（
て
）
ハ
、
一
艘
討
取
た
き
」
が
確
認
で
き
る
。

で
は
、『
長
崎
始
原
』
55
「
有
馬
修
理
太
輔
長
崎
に
て
南
蛮
船
焼
討
の
事
」
に
み

ら
れ
る
、
最
も
大
き
な
特
質
は
何
か
。
そ
れ
は
、
活
劇
風
に
描
か
れ
る
場
面
展
開

で
あ
る
。
話
の
流
れ
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
有
馬
修
理
太
輔
は
、
か
た
き
と

狙
う
南
蛮
船
の
来
航
を
江
戸
で
知
る
（
こ
の
設
定
は
、『
長
崎
拾
芥
』
に
は
な
い
）。

夜
を
日
に
つ
い
で
長
崎
に
駆
け
つ
け
た
が
、
南
蛮
船
は
切
支
丹
宗
門
の
密
告
で
危

機
を
察
知
し
出
港
し
た
後
で
、
修
理
太
輔
は
海
辺
に
あ
っ
た
船
に
飛
び
乗
り
追
い

か
け
る
。
敵
船
の
船
足
が
早
く
追
い
つ
け
な
い
か
と
思
わ
れ
た
矢
先
、
に
わ
か
に

逆
風
が
吹
き
、
南
蛮
船
の
足
が
止
ま
る
。
鉄
砲
で
撃
ち
合
う
が
戦
闘
が
長
引
き
、

夜
に
な
っ
た
頃
、
修
理
太
輔
は
南
蛮
船
に
船
を
つ
け
、
自
ら
乗
り
移
り
、
南
蛮
人

の
過
半
を
切
り
倒
す
。
南
蛮
人
が
、
も
は
や
こ
れ
ま
で
と
積
荷
の
塩
焇
に
火
を
入

れ
た
た
め
、
南
蛮
船
は
二
つ
に
割
れ
て
海
中
に
沈
む
。
修
理
太
輔
は
危
機
一
髪
こ

れ
を
逃
れ
、
海
に
飛
び
込
ん
で
助
か
っ
た
（
こ
の
部
分
も
、『
長
崎
拾
芥
』
に
は
な

い
）。
修
理
太
輔
の
家
来
も
多
く
亡
く
な
っ
た
が
、
南
蛮
人
は
残
ら
ず
討
ち
取
っ
た
。
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右
の
話
の
展
開
に
は
、
読
み
手
を
引
き
込
む
勢
い
が
あ
る
。
大
仰
な
台
詞
こ
そ

な
い
が
、
有
馬
修
理
太
輔
を
、
現
実
に
は
在
り
得
な
い
勇
猛
な
将
と
し
て
描
い
て

お
り
、
読
み
手
は
芝
居
を
見
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
。
例
え
ば
、
修
理
太
輔

自
ら
が
、
船
に
乗
り
込
ん
で
南
蛮
船
を
襲
撃
し
た
こ
と
。
本
人
が
異
国
船
に
乗
り

移
り
、
南
蛮
人
の
過
半
数
を
切
殺
し
た
こ
と
。
南
蛮
人
が
船
の
火
薬
に
火
を
放
っ

て
自
爆
す
る
場
面
に
修
理
太
輔
が
居
合
わ
せ
、
船
の
沈
没
す
る
間
際
に
危
機
一
髪

で
遁
れ
て
助
か
っ
た
こ
と
。
い
ず
れ
も
嶋
原
領
主
と
い
う
立
場
に
あ
る
有
馬
修
理

太
輔
が
、
実
際
に
行
っ
た
行
為
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

同
じ
第
三
種
に
属
す
る
『
長
崎
根
元
記
』
が
貿
易
関
連
の
情
報
に
特
化
し
、『
長

崎
始
原
』
の
下
巻
に
集
中
す
る
、
55
「
有
馬
修
理
太
輔
長
崎
に
て
南
蛮
船
焼
討
の

事
」
の
よ
う
な
情
報
（
網
掛
け
部
分
）
を
収
録
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、『
長
崎
始
原
』
の
編
纂
の
核
と
な
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
活
劇
の
よ
う
な
展
開

を
有
す
る
情
報
か
否
か
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
こ
れ
は
、
事
実
を
書
き

留
め
る
こ
と
を
本
来
の
目
的
と
し
た
「
旧
記
類
」
の
概
念
か
ら
は
、
逸
脱
す
る
も

の
で
あ
る
。
た
だ
、
与
え
ら
れ
た
情
報
を
そ
の
ま
ま
記
載
す
る
だ
け
で
な
く
、
編

纂
者
の
意
図
に
よ
っ
て
情
報
を
並
べ
替
え
、
取
捨
選
択
す
る
こ
と
は
、
編
纂
過
程

で
は
当
然
の
流
れ
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
、
第
三
種
「
旧
記
類
」
の
面
白
さ
が
あ

る
と
考
え
る
。

五
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、「
旧
記
類
」
と
は
何
か
の
定
義
を
確
認
し
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果

か
ら
、「
旧
記
類
」
を
大
ま
か
に
四
分
類
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
明
ら
か
に
し

た
。
と
り
わ
け
、
混
沌
と
し
た
情
報
を
、
一
定
の
意
図
を
以
て
編
纂
し
よ
う
と
し

た
特
性
を
持
つ
第
三
種
「
旧
記
類
」
の
存
在
は
、
そ
こ
に
物
語
の
萌
芽
を
感
じ
さ

せ
、
大
変
興
味
深
い
。

「
旧
記
類
」
は
、
複
雑
な
成
立
過
程
を
持
つ
ゆ
え
に
分
析
が
困
難
で
、
従
来
の
研

究
史
上
で
看
過
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
に
し
か
な
い
重
要
な
情
報
を
有
し
て
い
る
。

本
稿
で
、
そ
の
特
性
を
四
大
別
で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
「
旧
記
類
」
分
析
に
、

大
き
く
貢
献
す
る
と
考
え
る
。

「
旧
記
類
」
の
分
析
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
今
後
は
、
調
査
を
全

国
に
広
げ
て
新
た
な
「
旧
記
類
」
の
発
掘
に
努
め
る
と
と
も
に
、
第
三
種
「
旧
記

類
」
に
属
す
る
史
料
の
具
体
的
分
析
を
、
よ
り
深
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

注（
１
）	

長
崎
県
史
編
集
委
員
会
編
『
長
崎
県
史　

対
外
交
渉
編
』（
一
九
八
六
年　

吉
川
弘
文

館
）
三
九
六
～
三
九
七
頁
に
掲
載
の
「
延
宝
九
年
頃
の
行
政
組
織
」。

（
２
）	

前
掲
、
注
１
『
長
崎
県
史　

対
外
交
渉
編
』
三
九
六
頁
。
宝
永
五
年
「
諸
役
人
役
料

高
并
勤
方
発
端
年
号
等
」
を
典
拠
と
す
る
。「
奉
行
所
お
よ
び
地
方
諸
役
人
を
除
き
、
百

九
十
四
種
、
の
べ
千
七
百
四
十
三
人
と
な
る
。」
の
記
述
が
あ
る
。

（
３
）	

木
崎
弘
美
「
長
崎
旧
記
類
の
変
遷
―
『
長
崎
根
元
記
』
を
中
心
と
し
て
―
」（
長
崎

史
談
会
編
『
長
崎
談
叢
』
第
八
七
輯　

一
九
九
八
年
五
月
）
七
九
頁
。

（
４
）	

本
稿
で
使
用
す
る
四
点
の
史
料
の
巻
数
、
所
在
、
推
定
成
立
時
期
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

	

『
續
長
崎
鑑
』�

一
巻
、
一
冊
。
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
（
旧
県
立
図
書
館
）
渡
辺
文
庫
蔵

（
一
三－

一
四
七－

二
）。
延
宝
九
（
一
六
八
一
）
年
。

	

『
長
崎
拾
芥
』�

上
中
下
巻
、
一
冊
。
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
（
旧
県
立
図
書
館
）
蔵
（
一

三－

八－

一－

二
）。
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
。

	
『
長
崎
始
原
』�

上
中
下
巻
、
三
冊
。
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
（
同
館
で
は
『
長
崎
記
』

（
一
七
六－

六
四
）
で
登
録
）。
元
禄
六
（
一
六
九
三
）
年
。
但
し
、
こ
の
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成
立
年
は
仮
の
も
の
。
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。

	

『
長
崎
根
元
記�

』
一
～
七
巻
、
五
冊
。
一
般
財
団
法
人
新
村
出
記
念
財
団
重
山
文
庫
蔵
（
〇

九
三－

Ｃ－

四
〇　

地
歴
）。
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
。

	
右
の
う
ち
、『
續
長
崎
鑑
』
を
除
く
史
料
の
成
立
が
、
元
禄
二
年
～
同
十
年
に
集
中
し
て

い
る
。

（
５
）	
前
掲
、
注
３
「
長
崎
旧
記
類
の
変
遷
―
『
長
崎
根
元
記
』
を
中
心
と
し
て
―
」
八

一
頁
。
木
崎
氏
は
、
官
撰
書
と
し
て
、
長
崎
奉
行
大
岡
清
相
編
『
崎
陽
群
談
』、
田
辺
八

右
衛
門
茂
啓
編
『
長
崎
実
録
大
成
』
を
あ
げ
る
。

（
６
）	

渡
辺
庫
輔
「
続
長
崎
鑑
に
就
て
」（『
長
崎
市
立
博
物
館
報
』
第
二
号　

一
九
六
二
年

一
月
）
九
～
十
頁
。
朝
長
敬
一
郎
ほ
か
七
名
「
續
長
崎
鑑
（
其
の
一
）
解
題
」（『
長
崎

総
合
科
学
大
学
紀
要
第
二
九
巻
第
二
号　

一
九
八
八
年
）
六
一
頁
。
な
お
、『
續
長
崎
鑑
』

の
表
記
は
、
本
稿
で
は
原
典
に
倣
っ
て
原
則
「
續
」
を
用
い
る
が
、
引
用
文
献
内
で
「
続
」

を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
に
従
う
。

（
７
）	

純
心
女
子
短
期
大
学
・
長
崎
地
方
文
化
史
研
究
所
編
『
長
崎
拾
芥
／
華
蛮
要
言
』（
一

九
八
八
年
）。
越
中
哲
也
「
解
題
」
は
、
二
〇
七
～
二
一
五
頁
。

（
８
）	

長
崎
県
の
郷
土
史
料
編
纂
委
員
会
編
『
長
崎
県
の
郷
土
史
料
―
長
崎
県
立
長
崎
図
書

館
所
蔵
郷
土
史
料
解
題
』（
一
九
八
八
年　

長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
）
一
四
一
頁
。

（
９
）	

『
續
長
崎
鑑
』
の
目
録
で
は
「
有
馬
修
理
太
夫
殿
」、
本
文
で
は
「
有
馬
修
理
太
夫
様
」

と
記
載
す
る
。
こ
こ
で
は
、
目
録
の
表
記
に
従
っ
た
。

（
10
）	

『
長
崎
拾
芥
』
の
翻
刻
は
、
前
掲
、
注
７
『
長
崎
拾
芥
／
華
蛮
要
言
』
を
参
照
。『
長

崎
始
原
』
に
は
翻
刻
が
な
い
。『
長
崎
根
元
記
』
の
翻
刻
は
、
新
村
出
編
『
海
表
叢
書
』

第
四
巻
（
一
九
四
四
年　

平
楽
寺
書
店
）
を
参
照
。

（
11
）	

『
長
崎
始
原
』
下
巻
に
集
中
す
る
こ
れ
ら
の
、
筆
録
者
の
解
釈
・
脚
色
を
含
む
話
は
、

『
長
崎
根
元
記
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
12
）	

前
掲
、
注
８
『
長
崎
県
の
郷
土
史
料
―
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵
郷
土
史
料
解
題
』

一
四
〇
頁
。

（
13
）	

丹
羽
漢
吉
・
森
永
種
夫
校
訂
『
長
崎
実
録
大
成　

正
編
』（
長
崎
文
献
叢
書　

一
九
七

三
年　

長
崎
文
献
社
）
に
収
録
さ
れ
た
古
賀
十
二
郎
校
訂
書
「
解
題
」
に
は
、
次
の
よ

う
な
記
載
が
あ
る
（
傍
線
、
引
用
者
）。

			�





田
邊
氏
が
自
著
と
し
て
長
崎
実
録
大
成
を
脱
稿
し
て
、
之
を
長
崎
奉
行
に
献
じ
た

の
は
明
和
元
甲
申
年
九
月
の
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
官
命
に
よ
り
て
書
継
ぎ
す
る

事
に
な
り
、
明
和
四
丁
亥
年
ま
で
稿
を
續
け
た
の
で
、
明
和
元
年
九
月
以
前
は
田

邊
氏
の
自
著
と
し
て
取
扱
ひ
、
そ
の
後
は
寧
ろ
長
崎
奉
行
所
の
編
纂
と
し
て
取
扱

ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
長
崎
奉
行
所
に
於
て
長
崎
實
録
大
成
全
部
を
採
用
し

た
の
で
あ
る
か
ら
、
長
崎
奉
行
所
の
編
修
と
し
て
取
扱
ふ
べ
き
も
の
と
思
ふ
。
…

（
中
略
）
…
そ
れ
で
長
崎
志
正
編
及
び
長
崎
志
續
編
は
併
せ
て
長
崎
奉
行
所
の
編
修

と
見
做
し
て
も
差
支
へ
は
な
か
ら
う
と
思
ふ
。

	

『
長
崎
実
録
大
成
』（『
長
崎
志　

正
編
』『
長
崎
志　

続
編
』）
の
扱
い
は
、
判
断
が
難
し

い
が
、
こ
こ
で
は
、
一
旦
、
古
賀
氏
の
説
に
従
い
、
官
撰
書
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と

す
る
。

（
14
）	

但
し
、
改
行
／
の
位
置
が
、
書
き
下
し
の
途
中
に
位
置
す
る
場
合
は
、
文
節
の
切
れ

目
に
／
を
付
け
た
。
具
体
的
に
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

	

原
文
「
…
遭
難
二
／
風
一
」　　
　
　

書
き
下
し
「
…
難
風
（
に
）
遭
、
／
」

【
謝
辞
】�

本
稿
で
使
用
し
た
史
料
の
調
査
・
掲
載
に
あ
た
り
、
御
許
可
を
賜
り
ま
し
た
関
係
諸

機
関
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【
付
記
】�

本
研
究
は
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成

基
金
助
成
金
）（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）〔
課
題
番
号
二
〇
Ｋ
〇
〇
九
九
一
〕）
の
助
成
を

受
け
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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「長崎旧記類」第二種・第三種の目録比較
凡例
・�・�表記は原本に基づくため、複数の表記が混在する。　例　阿蘭陀・ヲランタ・おらんた・おらむた、切支丹・𠮷利支丹　など
・・書き下しの際、助動詞・助詞は平仮名表記で統一した。原本にない文字は（ ）で補った。
・・改行を「／」で示す。
・�・�『長崎始原』は原本が漢字カタカナ混じり文だが、他と表記を統一し、一部の固有名詞を除き、漢字平仮名混じり文とした。

『長崎拾芥』 『長崎始原』 『長崎根元記』

上 上 一

１�．長崎と名付る由来の事／續浦上村の
事／森崎権現の事 １�．長崎と名付由来の事 １�．長崎と名付由来の事

２�．長崎甚左衛門先祖の事／續甚左衛門
大村理専に縁を結事 ２�．長崎小太郎末葉并居所の事 ２�．長崎小太郎末葉并居所の事

３�．長崎町建初り并南蛮初て長崎に来る
事／續町年寄先祖の事／町名付の事／
内町数并間数ヶ所数竈数の事／新築地
の事／長崎堅横間数并橋数の事

３�．長崎町開基并南蛮船初て長崎に来
鉄炮の術を残置事

３�．長崎町開基并南蛮船初て長崎に来
る事

４�．南蛮人初て日本に鉄炮持渡る事／續
黒船初て薩摩種子嶋に来り／其後方々
の津に入来る事

４�．南蛮人長崎に自由 （せ） しむる事 ４�．南蛮人長崎に自由 （せ） しむる事

５�．深堀茂宅長崎町と戦の事／續内町要
害堀をほる事

５�．秀吉公長崎御公料に召上らるる御
條目御朱印并／耶蘇宗門徘行御停
止御書出の事

５�．秀吉公長崎　公料に召上らるる御
條目御朱印并／耶蘇宗門徘行御停
止御書出の事

６�．長崎甚左衛門町方と戦の事／續堂門
川の事／大井手川と云事

６�．村山東庵長崎領請地（と）為 （し） 
御代官勤る事

６�．村山東庵長崎領請地 （と） 為し御
代官勤事

中

７�．長崎邪宗門徘徊附御公領召上らるる
事／續大村理専の事／長崎切支丹寺領
に付事／切支丹寺有所の事／大閤様伴
天連御制戒附御制札出る事／長崎御公
領召上らるる御條目并地子銀御免除の
御／朱印の事

７�．長崎内町数ヶ所并新築地の事
　　　　　　　　　　　【本文なし】 ７�．長崎内町々数ヶ所数并新築地の事

８�．村山東庵長崎領御代官勤事／續村上
ママ

東庵生国并末次平蔵生国先祖の事／大
村領長崎替地の事／長崎田畑高附并上
納銀小物成事／外町間数ヶ所数竈数の
事／外町新築地の事／外町五拾四丁地
子銀の事

８�．同外町数ヶ所新築地の事
　　　　　　　　　　　【本文なし】 ８�．同所外町々数ヶ所数并新築地の事

９�．有馬修理太夫長崎沖にて南蛮船焼討
の事／續黒船焼沈其後水学銀物の事

９�．切支丹御改上使黒船御停止南蛮の
出家并邪宗門／頭人御追放の事 ９�．長崎竪横間数橋数の事

下

10�．黒船御停止切支丹御制戒南蛮阿蘭陀
ゑけれ／す種子の者迄異国へ御追放の事 10�．切支丹寺近國の大名請取焼捨の事 10�．長崎田畑高付并上納銀石高の事

11�．嶋原天草一揆の事 11�．邪宗門の者転并南蛮人種子御追放
の事 11�．大村領と長崎代地の事

12�．日本より唐作りの船にて異国渡海商
売の事

12�．日本より唐船造り船にて商売 （の） 
ため異国へ渡海并／停止の事 12�．外町地子銀并唐人屋敷地子

ママ

の事

二

13�．濱田新蔵高砂 （へ） 渡 （り） 俘を得
て帰る事

13�．日本より異国へ渡船数并　御朱印
頂戴の者の事

13�．𠮷利支丹御改　上使黒船御停止南
蛮の出家并／邪宗門頭人御追放の事

14�．邪宗門御停止の故蛮夷共渡海の船
すゝれ／沖にて焼討の事 14�．唐船渡海長崎津に御究并船改の事 14�．邪宗門の者転并南蛮人種子御追放

の事

15�．黒船弐艘渡海の事 15�．南蛮人町宿御停止出嶋に押篭置る
る事并南蛮人／渡海御制禁の事

15�．日本より唐船作り船にて商売 （の） 
ため異国へ渡海の事／附停止の事
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16�．西泊戸町御番所始の事
16�．阿蘭陀人平戸より長崎へ引越上使

の事并エゲレス人／ヲランタ種子咬
𠺕吧へ御追放の事

16�．唐船渡海長崎津御極并船改の事

17�．肥後并嶋原より長崎詰番船の事 17�．野母遠見番并烽火山初番人の事并
小瀬戸番所／の事

17�．南蛮人町宿御停止出島に押籠置る
る事／附南蛮船渡海御制禁の事

18�．西泊戸町番所始の事
18�．阿蘭陀人平戸より長崎へ引越　上

使の事／附ゑけれす・阿蘭陀種子
咬𠺕吧へ御追放の事

19�．九州にて関所相究往来手形始事 19�．野母遠見番并長崎烽火山初番人の
事／附小瀬戸御番所の事

20�．西泊戸町御番所間数の事 20�．西泊戸町御番所始の事

21�．石火矢臺場所数の事 21�．肥後嶋原より長崎へ詰船初りの事

22�．肥後并嶋原より長崎表へ詰船初事 22�．九州にて関所相極往来手形始の事

23�．長崎奉行始并與力同心の事 23�．長崎奉行始并与力同心の事

24�．同屋鋪の事 24�．同奉行屋敷の事

三、四

25�．阿蘭陀人エゲレス人壱艘に乗組初
て日本に来事并／御朱印の事

25�．おらんた人・ゑけれす人一艘に乗
組初て来朝の事／附　御朱印頂戴
の事

中

26�．阿蘭陀人平戸にて商売の事 26�．阿蘭陀人平戸にて商売の事

27�．同御忠節申上る事 27�．おらむた人御忠節申上候事

28�．同船南部へ漂着の事 28�．阿蘭陀船南部へ漂着の事

29�．エゲレス人平戸へ渡海の事 29�．ゑけれす人平戸へ渡海の事

30�．長崎にエゲレス船一艘来る事 30�．長崎へゑけれす船一艘来朝の事

31�．出嶋築地開基の事／附り同所家質
銀の事

31�．出嶋築立開基の事／附同所家賃銀
の事

32�．出嶋間数并家数の事／附り同所地
子銀の事 32�．出嶋作事の事

33�．出嶋作事の事 33�．出嶋門番初りの事

34�．阿蘭陀商売の事 34�．おらむた船番船の事

35�．間金初る事 35�．阿蘭陀商売の事

36�．出嶋口銭銀懸り物銀の事 36�．間金始りの事

37�．糸割府初る事 37�．出嶋口銭銀懸り物銀の事

38�．大村領邪宗門起事 38�．出嶋乙名并通詞目付の事

39�．豊後并肥後領邪宗門の者出来事 39�．おらんた内通詞初の事

40�．長崎回禄の事 40�．口銭銀并間金支配役の事

41�．朝鮮渡の者之有 （り） 訴人の事 41�．懸り物役の事

42�．長崎御代官末次平蔵流罪の事 42�．金場吟味役の事

43�．日向に漂着のハタアニ人の事 43�．糸割符初の事

44�．阿蘭陀洋中にて唐人舟を奪取其過
怠に銀出す事 44�．割符破の事

45�．朝鮮へヲランタ人漂着の事 45�．二度割符御赦免の事

46�．伊勢の者風に放れ天川より南蛮人
送来る事 46�．糸割符宿老の事

五

47�．紀伊国へ呂宋 船漂着の事 47�．大村邪宗門起事
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48�．薩摩に漂着の言通ぬ異国人送来事 48�．豊後并肥後領邪宗門の者出来の事

49�．普陀山へ漂着の日本人送来事 49�．長崎回禄の事

50�．町使の者始る事 50�．御制禁を破朝鮮渡の者之有り訴人
の事

51�．船番始る事 51�．長崎御代官末次平蔵流罪の事

52�．唐人番始る事 52�．日向國に漂着のはたあに人の事

53�．長崎之有る御用船始る事 53�．阿蘭陀人洋中にて唐人船を奪取其
過怠銀／出事

54�．寺社建立初并開山の事
　　　　　　【全体の１/４のみ記載】 54�．朝鮮におらむた人漂着の事

下

55�．有馬修理太輔長崎にて南蛮船焼討
の事

55�．勢州の者風に放れ天川より南蛮人
送来事

56�．濱田弥兵衛高砂にて人質取事 56�．紀伊國へ呂宋船漂着の事

57�．嶋原一揆に付長崎奉行出陣并張本
四郎一家の首／長崎に懸らるる事
長崎より陣中御用承事山田右衛門
／作口上書の写

57�．薩摩の者廣東の湊へ漂着送来事

58�．益田四郎其外属徒の首長崎に渡事 58�．薩摩國に漂着の詞通ぬ異国人送来
る事

59�．原の城にて生捕山田右衛門作口上
書の写 59�．同國の者廣東へ漂着送来る事

60�．二月廿八日有馬落城の時生捕口の
津住人山田右衛門／作口上書の事 60�．普陀山へ漂着の日本人送来る事

61�．長崎奉行供 （と）為 （す）町使の
者二人宛召連事 61�．長門國の者廣東へ漂流送来る事

62�．琉球にて捕る南蛮人の事 62�．長崎町使の者始の事

63�．南蛮船御停止の後一艘来朝焼捨の
事 63�．同船番始の事

64�．薩摩甑嶋に南蛮人隠居る事 64�．同唐人番始の事

65�．筑前カチメの大嶋にて南蛮人捕事 65�．同長崎馬込に之有 （る） 御用船始
の事

66�．切支丹目明唐人長崎に召置るる事 66�．同寺社建立初并開山の事

六、七

67�．南蛮船二艘来朝の事 67�．阿蘭陀商売御定高并間金の事

68�．諸大名勢揃并陣所の事 68�．阿蘭陀へ金子渡り始両替并間金初
りの／事

69�．大野主馬子永井勘兵衛と云者京都
へ渡事 69�．市法商売の事

70�．長崎へ近国大名より用 （の） ため
附人差置事 70�．五ヶ所并諸國商人の人数分限高の事

71�．阿蘭陀商売御定高并間金の事／附
り唐船の数并糸類革類出所の事 71�．商人貨物銀高大中小を定らるる事

72�．延寳元丑年より貞享元子年迄拾弐
年／の間市法阿蘭陀唐人増銀の覚

73�．市法拾弐年の間増銀の寄せ

74�．市法拾弐年の間阿蘭陀唐人持渡銀
の覚

75�．市法の内糸　召上られ候事


